
課　題
旭岳姿見の池園地エリアには多くの観光客や登山者が訪れるためにおこる
散策路の崩壊や登山道逸脱者による高山植物への踏付け影響、外来植物の
拡大などの課題がある。

目　標
ボランティアによる環境保全活動と人材育成研修、保全活動への寄付の仕
組みづくりを行うことで、環境破壊への対応と継続的に課題に取り組み続
けるための仕組みを構築する。

活動内容と成果
●�ボランティア募集webサイトと連携団体広報によるボランティア募集を
行い、のべ414人のボランティアが環境保全に携わった
●�ボランティア活動参加者を対象とした研修を年間16回実施した。学生か
ら社会人まで、多様な参加者が研修を通して、地域の環境問題と、その解
決方法の理解を深めることができた
●�現場スタッフからのニーズを集約し、それに合った時期や人材（人数・
質）を基に計画・実施することができた
●�ボランティア活動を支える寄付募集を継続し、北海道内外・個人・企業な
ど多様な協力者から支援を得た

3年間の活動でのべ850人のボランティアが活動に参加した。荒廃が進
んだ登山道の修復や、雨水などで侵食しにくくするための登山道整備
など、人手を必要とする作業を進めることができ、登山道の維持につな
がった。研修を受けたボランティアが登山口でレクチャーを行い、多く
のビジターがエリア内において適切な行動をとれるようになった。海
外からのボランティアを受け入れることで、海外からのビジターに向
けたアナウンス強化にもつながった。

全助成期間の活動を振り返って

（特非）　大雪山自然学校

大雪山国立公園および里山における
人材育成と環境教育推進活動

ボランティア研修の様子

登山道整備の様子

登山口で行っているレクチャーの様子

ボランティア参加人数 414 人
研修会を実施 16 回
今年度計画の達成度 90 ％
目標達成度 60 ％

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
課題解決のために最適な時期などを
現場スタッフと相談し、活動計画を
立てたが、ボランティアの事情と現
場が求める日程にズレがあり、募集
に苦労した場面があった。

■工夫した点
活動毎にその日の活動の振り返りを
行い、回数を重ねる毎にボランティ
アが自身の成長を実感し、課題感を
持って取り組めるように努めた。

●継続して参加してくれるボランティアの数を増やし、より安定した運用を目指す　●関係団体からの募集による参加が多いた
め、地元の住民からも参加してもらいやすい仕組みを作り、自分の町の環境資源について考える機会提供も図りたい。そのために
自前のボランティア募集の広報強化をしていく　●持続的な環境保全活動を支える資金として「寄付」のさらなる増加を目指す
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